
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取組その１ 

・御嶽山 
ホタルまつり 

 

平成３０年 

１１月２２日 

号外② 
 

「剛志の歌」を 地域のみんなで！！ 

「地域とともにある学校づくり」への取組 

 ７月７日（土）、今年の御嶽山ホタルまつり

は、天候にも恵まれ、予定通り開催されました。

１７時からの開会式の後、マーチングの子ども

たちの発表では、１８時より「剛志の歌」他３

曲を演奏しました。初めての試みで演奏だけで

したが、剛志の歌を知っているお年寄りの方か

ら喜びの言葉を、祭り主催の「御嶽山ホタルと

川辺の会」倉林会長さんからは、「来年は、み

んなで歌おう」という温かい言葉をいただきま

した。 

７月３日の上毛新聞で、

「剛志の歌」への取組が大

きく取り上げられました。 

 

 演奏曲（「剛志の歌」）の紹介 
「剛志の歌」は、昭和３年に 作詞家：
時雨音羽、作曲家：中山晋平の両氏に
お願いしてできた曲です。当時、村の
人みんなで歌える曲として、地域に広
まりました。昭和３９年に 剛志小の
校歌ができてからは、歌われることが
なくなってしまったので、私たちのお
じいちゃんや おばあちゃんの中に知
っている人がいるかどうかという様子
です。この 「剛志の歌」を私たちが
演奏することで、もう一度 地域のみ
なさんで一緒に口ずさめる ふるさと
の歌にしていきたいと思っています。 

７/７ 
（土） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
剛志の歌 

１ 群馬の南 大利根の 

流れはるかに 晴れわたり 

 岸の草ぐさ 咲き出でて 

 ありし昔の 声をきく 

2 赤城は覚めて なだらかに 

 慈愛の光 みちる頃 

 桑園わたる 朝風は 

剛志の心 傳へゆく 

 

3 廣瀬の流れ 絶え間なく 

 うつる浅間の 夕けむり 

野山に力 みちみちて 

 のびる若葉に そそぐ雨 

４ 繭の白さに 繰る糸の 

 つきぬ力を あわせつゝ 

輝く空の 陽のごとく 

 このふるさとを 護ろうよ 
      （護らまし） 

取組その２ 

・境剛志小 
運動会 

 

 雨の影響で１日順延になりました

が、当日は、晴天に恵まれ絶好の運動

会日和になりました。今年度からラジ

オ体操の後、第１番にマーチングクラ

ブの演奏を行いました。児童は、来場

していただいた大勢の保護者地域の

みなさんの前に立ち、「剛志の歌」につ

いて、丁寧に説明し、その演奏を聴い

ていただきました。 

取組その３ 

・剛志地区 
文化祭 

 

９/１６ 
（日） 

１１/１７ 
（土） 

全６曲演奏させていただいた中、

「剛志の歌」については、マーチング
クラブの児童達が、今回初めて歌声を
披露しました。公民館との連携で、プ
ログラムの裏側に楽譜と歌詞を印刷
していただき、来場者全員に配布する
ことができました。会場の皆さんと一
緒に「剛志の歌」を歌い、楽しめた瞬
間でした。今後、こうした機会に継続
して歌い続けられるとよいと思いま
す。 


